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「ミンダナオ、よかったですね！」 

10月 7日のアキノ大統領テレビ演

説で和平が伝えられると、ミンダナオ

に関わる私たちにも祝福の言葉が掛

けられました。和平の枠組みが着実に

実行され、予定通り2016年に新自治

政府が発足して、「よかったですね！」

と言われたいですね。 
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「サンタクルスミッション・タルベック校の教

師だった」「サンタクルスミッション・カレッジ卒

業だ」「サンタクルスミッションのクリニックで働

いていた」…レイクセブ町では COWHED や町役

場関係者の話の中に、必ずといってよいほどサン

タクルスミッション（略称 SCM）またはその学校

法人(略称 SCMSI)の名前が出てきます。 

本年 1 月の通信 68 号でもご紹介のように、公立

校の増加でその比重は下がりましたが、SCMSI 校

がレイクセブのティボリ民族の教育普及に果たし

た功績は大変大きなものです。そして、SCMSI の

学校運営を 32 年間支えたのが、日本の NGO「チ

ボリ国際里親の会」(略称 JOFPA)です。支援の成

果を受けて、JOFPA が将来の支援のあり方検討を

始めたこともすでに触れさせていただきました。 

 

この JOFPA の将来を考える「2013 年後のあり

方委員会」に、私も助成金事業担当として JOFPA

の活動にかかわった立場で参加させていただきま

した。来年 5 月に SCMSI と JOFPA との契約が終

了することに関して実施された会員アンケートに

は、約 150 名から「里子の卒業までは支援を継続

したい」、「就学困難な子どもがまだいるなら支援

をしたい」という回答が届きました。継続を希望

する会員の意向を重く受け止めて、JOFPA 理事会

でも、SCMSI との契約完了後も団体として活動を

続ける道を模索したようですが、6 月の JOFPA 総

会では、2013 年 5 月の SCMSI との支援契約完了

をもって、活動の終了を選択することが決まりま

した。同時に、継続希望の会員の受け皿候補とし

て、当団体の名前が挙がり、私たち HANDS も理 

事会を開催し、検討した結果、この要請を、8 月 11

日付で受諾いたしました。 

 

現在 HANDS は、PFP を通じて、マノボとティボ

リ民族の子どもが通うブラクール校の運営支援とあ

しなが奨学金でカレッジ教育支援をしています。

CMIP とは、ビラーン及び主にティボリ町のティボ

リ民族の小学生からカレッジ学生、約 80 名の奨学金

支援をしています。先住民族の教育普及・人材育成

事業に、来年度新学期開始の 2013 年 6 月からは、

レイクセブ町のティボリ民族の子どもに対する教育

支援が加わることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JOFPA の教育里親制度は、子どもが通う学校の運

営費（教師給与等）の支援を含み、里子に対しては

授業料や制服代等の減免が特色となっています。 

 レイクセブ町の子ども支援は、この里親制度を踏

襲しながら、HANDS 対象地域のビラーン、マノボ、

ティボリの子どもたちと同様、貴重な教育の機会を

支えていきます。           （山崎） 

2013 年 6 月から、レイクセブの子どもの支援が加わります 

 

ポーズをとるティボリの男子奨学生。JOFPA 支援の

SCMSI 小 6 校の一つ、レム・エヘック校（232 名） 


